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賛否が分かれた議案等
※結果欄の意味は次のとおりです。　「○」＝賛成　　「×」＝反対　　「欠」＝欠席
　「可」＝可決　　「同」＝同意　　「否」＝否決　　「採」＝採択　　「不」＝不採択
　「棄」＝棄権　　「承」＝承認　　「認」＝認定　　「適」＝適任と認める
※北田宏彦議員は議長であり、採決に加わりません。
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陳情第６号 市長・副市長・教育長の報酬月額３割削減を求める陳情 不 × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ３
陳情第７号 小湊鐵道バス利用者の負担軽減に向けた市の補助金負担を求める陳情 不 × × × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ × ○ ○ ６
陳情第８号 市内小中学校女子トイレに生理用品の配置と予算化を求める陳情 不 × × × × ○ × × × ○ × ○ × × ○ ○ ○ × ６

陳情第10号
大網白里市は、インタネット廃止し、遅れてしまった市政、初心者の
ため、スマホパソコン、時代遅れにならないため、講習会を高齢者に
何回も無料で　船橋市は、職員が、公民館で講習会に関する陳情

不 × × × × × × × × ○ × × × × × × ○ × ２

陳情第11号 陳情を審査せずに不採択にするのは、やめてもらうための陳情 不 × × × × × × × × ○ × ○ × × ○ × ○ ○ ５
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出席議員の総員が賛成した議案等
議案
番号 件　　　　　　　　　　　名 結果 議案

番号 件　　　　　　　　　　　名 結果

１ 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度大網白里市一般会計補正予算〈専決第1号〉） 承 ７ 指定管理者の指定について 可

２ 令和４年度大網白里市一般会計補正予算（第５号） 可 ８ 市道の認定について 可
３ 令和４年度大網白里市下水道事業会計補正予算（第１号） 可 ９ 大網白里市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
４ 大網白里市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の制

定について 可 陳情第９号 「金谷川改修工事」に関する陳情 採
５ 大網白里市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 可 発議案第１号 大網白里市議会個人情報保護条例の制定について 可
６ 大網白里市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 可 発議案第２号 準用河川金谷川改修工事の早期完成を求める決議について 可

令和４年市議会第４回定例会　採決結果一覧
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催
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。
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参
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①庁舎改修(エレベーター設置)事業
　中之条町では、令和２年度に町役場庁舎耐震改修工事の一環としてエレ
ベーターを設置しており、本市でも庁
舎改修工事の中で喫緊の課題であるエ
レベーター設置事業の説明を受けた。
　庁舎最上階の３階に議場があり、エ
レベーター設置に合わせて車椅子での
傍聴者がそのまま傍聴できるスペース
が確保されるなど、大変参考となった。

②中之条ガーデンズ
　中之条ガーデンズは、平成24年に旧「薬王園」をあがつま農業協同組
合から中之条町が譲り受けたもので、「花の駅　美野原」としてオープン
したが、平成28年から全面リニューアル工事に着工し、令和３年４月に「中
之条ガーデンズ」としてグランドオープンした。現在では年間10万人の
来場客があり、重要な観光拠点となっている。

10月５日(水)
群馬県桐生市
　桐生市では、平成17年には約13万２千人
いた人口が、現在10万３千人ほどに減少し
たため、平成29年度から移住・定住施策と
して「きりゅう暮らし応援事業」を開始した。
　事業は大きく次の４つの施策からなり、
現在までに約2,700件、約8,700人の移住に繋がった。
①住宅取得の助成。②住宅リフォームの助成。③空き家除去の助成。④空き家利活
用の助成など。

　三郷市は、都心から20㎞圏内で内陸部に位置する三郷インターチェンジという立
地ポテンシャルから、多くの企業進出に関する相談を受けている。 また、インター
周辺地区のまちづくりについては、特に南部地区の土地区画整理事業において、業
務代行方式の採用など民間活力を最大限利用し、確実性とスピード感を持った組合
施行を基本としており、保留地処分金と市からの補助金を収入とした資金計画とし
たことから短期間での事業完了を実現した。

群馬県吾妻郡中之条町

埼玉県三郷市

群馬県桐生市

○まちづくり事業（企業立地施策、土地区画整理事業)

　行政視察レポート
○移住・定住施策（きりゅう暮らし応援事業)①庁舎改修（エレベーター設置）事業

②中之条ガーデンズ

　各委員会が所掌する事務事業に係る調査・研究のため、総務常任委員会、
文教福祉常任委員会及び産業建設常任委員会による市議会三常任委員会合
同行政視察を行いました。
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新
年
を
迎
え
、
寒
さ
が
一
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し
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り
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ょ
う
か
。
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迎
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熟
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き
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２
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６
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。
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白

里
公
民
館
）で
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議
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ご
確
認
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さ
い
。
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